
今月の

協力隊日記

212026.2

文化財散歩
よねざわ

上杉まつりの PR

協力隊ラジオへの出演

女子旅スポットの紹介

川井観音堂調査風景

お堂正面の彫物

川井観音堂全景

伝える立場で過ごす日々
■問合せ／観光課観光企画担当 ☎ 22-5111

〈第 36 回〉
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 川井観音堂
■問合せ／社会教育文化課文化財担当 ☎ 22-5111
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観光振興の中でも特にまつり広報の地域おこし協力隊とし
て、昨年４月から活動しています。現在は、２月14日㈯・
15日㈰に開催される「上杉雪灯篭まつり」の広報を担当して
います。学生時代にボランティアとして参加した経験はあり
ますが、運営や広報の立場から関わるのは初めてで、これま
でとは違った視点でまつりに向き合っています。準備を進め
る中で日々新しい学びを感じながら業務に取り組んでいます。
　広報担当として、ポスターやチラシ、SNS などを通じて
情報発信を行う中で、これまで見えていなかった準備の大変
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所領を与えられ開いた寺院です。伊達氏が仙台に移封となっ
た際、鬼庭氏は新たに宮城県大崎市に所領を与えられたため
桃源院も一緒に移ることになりましたが、当地に残った人々
によって、信仰のよりどころとして再建されました。また、
境内にある川井観音堂は、直江兼続の妻であるお船
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めたと伝わる、置賜三十三観音の二十三番札所です。お堂全
面に施された精巧な彫刻が特徴で、現在の建物は天
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２年（1845）にかけて再建されたものです。

　今年度は、川井観音堂で米沢鶴城高等学校と協働で文化財

調査を行いました。調査ではドローンによる写真撮影と構造
調査・図面作成を行い、再建当時の範囲や、再建後に地域の
人々によって改修や修繕が行われてきた様子が分かりまし
た。再建当時、川井地区は米沢藩領ではありませんでしたが、
同時期に再建された笹野観音堂を担当した大工や彫師と同様
の人物が川井観音堂再建も担当し、そういった人物は領地に
かかわらず活躍していたようです。
　写真撮影と図面作成は文化財建造物調査の第一歩です。調
査成果を基に文化財指定に向けた調査を進めていきます。

さや、地域の人たち一人ひとりの思いに触れる機会が多くあ
りました。打ち合わせや制作を重ねる中で、多くの人に支え
られながら、長年大切に受け継がれてきたまつりであること
を実感しています。当日は、訪れた人の心に残る冬の思い出
となるよう、広報の立場から最後まで取り組んでいきたいと
思います。
　また、「よねざわ女子旅」という Instagramでの情報発信
にも力を入れています。日々の発信を通して、米沢の魅力を
より多くの人に届けていきます。

よねざわ女子旅
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〈第 141 回〉

救急受診前の電話連絡は不要です
■問合せ／市立病院総務課企画財務担当 ☎ 22-2450

〈第 93 回〉

温泉で心も体もリラックス
■問合せ／健康課健康企画担当 ☎ 24-8181

　現在、電話での問合せには原則看護師が対応していますが、
電話対応専用の看護師がいる訳ではなく、患者さんの採血、
血管確保、検査への移動、診療の介助、診察後の服薬・再受
診の指導などの隙間に、なんとか対応しています。そんな状
態でも、電話の向こうに苦しんでいる人がいると思うと、親
身になってしまうのが看護師の性です。病状をお伺いし、最
善と思われる提案をしています。ご自身が苦しい、またはご
家族が苦しそうにしている中での電話で心がざわつくのはと
ても分かりますが、２回ほど深呼吸して、看護師の指導に耳
を傾けていただければ幸いです。
　再度申し上げますが、心配であれば電話連絡せずに来院い
ただいて構いません。夜間などは担当医師１人ですので、救
急車対応などでお待たせすることがありますが、ご理解とご
協力をお願いします。

　市立病院救急の適正受診にご協力いただき、誠にありがと
うございます。
　さて、昨今は「予約」が浸透しており、理髪店でも居酒屋
でも電話で予約を取ってから来店するのがスタンダードのよ
うです。特に米沢では予約の文化が根付いている気がします。
寒い屋外で空くのを待つのはしんどいですから、当然至極の
ことと思います。
　しかしながら、救急受診に関しては、コロナ禍が明けてか
ら電話での連絡は不要としています。皆さんが辛い思いをし
ているのに、満席だからといってお断りする訳にはいかない
のが救急です。その分、大変申し訳ございませんが、待ち時
間が長くなることがあります。

〇 質の良い睡眠と休養は健康の土台
ぐっすり眠れていますか？ゆっくり休む時間はありますか？

睡眠と休養は、心身の疲れを回復させ日々の活力を生み出す
ために不可欠です。疲れが溜まると、集中力が落ちたり、気分
が沈んだり、さまざまな不調につながりかねません。忙しい現
代社会だからこそ、意識的に「休む」時間をつくり、心と体の
メンテナンスをすることが健康長寿への第一歩となります。

〇 温泉入浴がもたらす心身のリラックス効果
　温かいお湯に包まれると、体は芯から温まり、ガチガチだっ
た肩も自然と力が抜けていくのを感じます。これは、温熱効
果で血行が促進され、筋肉の緊張が和らぐためです。さらに、
プカプカと体が浮く感覚は、日頃の重力からの解放感をもた
らし、心身のストレスを軽減してくれます。
　心身ともに深いリラックス状態になることで、日中に溜
まったストレスが解消され、心が落ち着き、穏やかな気持ち
になれるでしょう。

〇 温泉で健康長寿を目指そう！
本市には米沢八湯と呼ばれる個性豊かな８つ（小野川温泉・

白布温泉・湯の沢温泉・新高湯温泉・大平温泉・滑川温泉・
姥湯温泉・五色温泉）の名湯・秘湯があります。自宅の風呂と
は一味違う、温泉ならではの癒し効果をぜひ体験してください。
週末に家族や友人と、仕事帰りに１人で、温泉に立ち寄る

ことは日々の疲れを癒し、明日への活力をチャージするための
手軽で効果的なリラックス方法です。健康づくりの一環として
温泉に足を運び、温泉の力を借りて心身を労わりましょう！

【今月のドクター】
診療技術部長兼 
救急科部長兼 
脳神経外科長
川
かわ

瀬
せ

 誠
まこと

 医師




